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様式第 3 号 

会 議 録 

 

 

 
会 議 名 

（付属機関等名）
令和８年度　第１回　北陵地域協働交通検討部会連絡会

 
事務局（担当課） 土木部交通政策課

 
開 催 日 時 令和８年９月 17日（木）14：30～16：00

 
開 催 場 所 アステ市民プラザ　ルーム１

 

出

席

者

部 会 員
葉　健人、武田　容美、北野　航（代理出席）、（随行：上畑　雄太郎） 

中澤　栄二（代理出席）

 
地 域 代 表 中井　成郷、馬場　芳彦

 そ　の　他 
（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）

日野　泰雄

 
事 務 局

【土木部】 

金森課長、續木主任、岡﨑

 傍聴の可否 否 傍 聴 者 数 －

 傍聴不可・一部不可の

場合は、その理由
川西市地域公共交通会議規則第５条第６項の規定により非公開

 

会 議 次 第

１．開会 

２．テーマ 

　(1) 自己紹介 

　(2) 部会長の選任について 

　(3) 地域の移動課題対策支援事業について 

(4) 北陵地区の地域課題について 

　(5) 今後のスケジュールについて  

　(6) その他 

３．閉会

 
会 議 結 果 別紙審議経過のとおり
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概要 

 １．開会 
２．テーマ 
　（１）自己紹介 
（２）部会長の選任について 
〈主旨〉部会長の選任 
川西市地域公共交通会議規則第８条の規定に基づき、部会長は部会に属する委員及び臨時委員のうち

から、会長が指名することとなっている。部会長は地域公共交通会議の葉委員を部会長に選任する。 
 
　（３）地域の移動課題対策支援事業について 
〈主旨〉事業概要の説明 
〈主な意見〉 

①　事業計画は基本的に１年ごとに作成いただく。 
②　この事業は、地域主体の取組に対する支援である。公共交通の利用促進にかかわらず、地域のニー

ズに応じた取組を行っていただきたい。また、３年間でどこまでやりたいかという見通しを持っていた

だきたい。 
③　バスが必要であるなら、地域からもアクションを起こす必要がある。 
④　今後利用者が減り続けると、それに見合った便数を考えていく必要はある。地域には利用者維持の

ための取組をしていただきたい。 
 
（４）北陵地区の地域課題について 
〈主旨〉地域課題について共有 
〈主な意見〉 

①　基本は自動車の利用が多い。駅までの送迎で自動車を使う。 
②　「利用していないから減便されている」と認識している人が少ない場合もある。 
③　課題への取組について、交通単体で考えても難しい。他の課題と結びつけて取組むことが必要。 
④　現在、日生中央駅の駅前は車で送迎し放題の状態。親が子どもを送迎していることが多い。 
⑤　朝夕はバスの本数が多い時間帯にも関わらず、学生の送迎が多い理由を知りたい。 
 
　（５）今後のスケジュールについて 
〈主旨〉今後のスケジュールについて検討 
〈主な意見〉 

①アンケート実施する際に、公共交通の現状を知ってもらうチラシも一緒に配布する。チラシが目にと

まるものである事が大切だと思う 
②今後地域で活動の運営をするコアメンバーを集めていただきたい。 
（６）その他 
３．閉会


